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図４．網を海底に設置中． 図５．水深12m付近で作業中．

図６．漁港で魚釣り． 図７．釣りながら物思いにふけることも． 図８．水深200m以深の深海釣り．

図９．朝の魚市場． 図10．調査中は毎日自炊． 図11．採集調査を楽しんだ後は標本処理作業．

図12．深夜、疲れがピークを越え、ハイテンションに． 図13．新４年生も試行錯誤中． 図14．標本の撮影中．

図15．大型標本の半身は食用に． 図16．処理中の標本1． 図17．処理中の標本2．
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た標本写真は3500枚を超えます。
　魚類相調査のため、ごく普通にみられる魚を網羅する必要があり、可能な限り漏れが少なくなるよう多くの
個体を採集します。さらに、同じ種であっても成長段階が異なる個体（幼魚～成魚）、雌雄なども揃えなけれ
ばならず、結果的に膨大な数の標本が採集・記録されます。それらの標本を正確に同定するには、文献や国内
外から採集された標本との比較検討作業が必要です。まだ出現種数の集計はでていませんが、いくつか興味深
い種もみつかっています。その内の一つヨロンスズメダイStegastes insularis（図18－19）は、今回の調査で得
られた標本に基づいて新しい標準和名が提唱されました（西山ほか，2012b）。今後、同定作業が進むにつれ、
さらに多くの未記載種や日本未記録種の存在が明らかになってくると期待されます。来年度中には与論島の魚
類図鑑（フィールドガイド）を出版する予定です。
　最後に、調査にご協力下さったヨロンダイビングサービスの竹下敏夫氏、鹿児島大学与論活性化センターの
高橋　肇氏、与論町漁業協同組合の酒匂兼峰氏、与論町町役場の龍野勝志氏、与論町商工会の岩村中里氏を始
めとする与論町のみなさまに感謝します。
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図18．標準和名ヨロンスズメダイの基準となった標本． 図19．ヨロンスズメダイの水中写真（原崎　森氏撮影）．


